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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
陣内 剛

闘志を胸に、磨き抜いた技術と圧倒的スピードで
日本のモノ作りの基盤を創造する。

当社はソフト設計から電気工事まで、制御盤に関わる全事業を一貫して手掛けています。社訓に掲げる
「闘志」を胸に、業界に縛られない技術力とスピードでお客様に寄り添うことで社会の安全・安心を
守ってまいりました。今後は新工場建設で生産能力を飛躍的に高め、制御盤を軸に装置ユニット製造や
キャリブレーション（校正）まで事業領域を展開。事業拡大により売上高100億円を目指します。

2035年における売上高100億円達成を目指す。
・製造スペース不足による大型案件・量産案件の機会損失
・熟練工の工数が単純作業（電線加工）に偏重
・自動電線加工設備と連携する3D CADの導入と業務再設計
・制御盤含む装置ユニット一括受注に向けた加工技術の獲得
・キャリブレーション等周辺領域への展開に向けた体制構築

主力製品 制御盤

〇本社所在地：大阪府大阪市西淀川区
〇事業概要：制御盤の設計・製作
〇常時使用する従業員：58名
（2025年3月時点）

〇現在の売上高：15億円
（2025年3月期）

〇法人番号：3120001049146
〇Web：https://www.ariakegrp.co.jp/

株式会社有明システム（製造業）

・社長直轄のプロジェクト推進チームの設置
・自動電線加工設備導入後の業務フロー再設計のための専任
担当者配置
・キャリブレーション部門の設置及び教育体制整備
・新工場での事業拡大に伴う賃上げにより、魅力的な労働環
境を整備し若手技術者を育成

・新工場建設による生産キャパシティの大幅拡大
・自動電線加工設備導入による作業効率化と量産対応
・3D CAD活用による設計の標準化と競争力強化
・装置ユニット一括受注に向けたM&Aの検討
・キャリブレーション業務への参入によるストック収入確保

－

100

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035


	スライド番号 1

